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研究成果の概要（和文）：「ヘルバルト派教育学」の導入が積極的に進められた北海道教育界に

おいては、同教育学が、北海道師範学校を中核として急速に道内の教育現場に浸透し、それが

明治４０年代まで続いたことが明らかとなった。幼児言語教育においては、同教育学の目指す

「美感の形成による人格の陶冶」への理解はあるものの、教育現場での実践までには至らなか

った。また、「国語科」成立自体に同教育学からの直截な影響があることが明らかとなった。 
 
 
 
研究成果の概要（英文）：It was revealed that in the Hokkaido education which the 
"Herbart’s pedagogy" had positively been introduced into, the Herbart’s pedagogy 
rapidly permeated the Hokkaido educational community particularly the Hokkaido 
normal school, and the situation lasted until the 40’s of the Meiji period. Although 
there were some approval in the preschool linguistic education for "the cultivation of 
personality by forming aesthetic judgment" which was the aim of the pedagogy, the 
educational practice was not implemented in the classroom. In addition, it was clearly 
indicated that Herbart’s pedagogy directly affected the formation of "language arts". 
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が成立し、新たに「国語読本」が多くの教科
書出版社から出されることとなった。それら
の編纂趣意書はいずれも「趣味あること」を
特徴として挙げている。これは、それまでの
実学重視または忠君愛国の思想教育に軸足
を置いていた学校教育が、児童・生徒の美感
の形成という、子供の内面にまで踏み込んだ
という点で極めて特徴的なことと言えるが、
このような傾向を支えたのが、「ヘルバルト
派教育学」であることは、これまであまり着
目されていなかった。この時期の教科書（検
定教科書）に対して、多くの教師向け指南書
が出版されているが、そこでは「趣味あるこ
と」として、童話や韻文といった文学教材の
重要性が指摘されている。例えば、立柄教俊
訳・ライン著『ヘルバルトチルレル派教授学』
（明治３３年）では、「心情的修養ノ教材」
として文学教材重視の姿勢が示されており、
また佐々木吉三郎『国語教授法集成』（明治
３９）では、「韻文教授の方法」について「ヘ
ルバルト派教育学」の観点から論じている。
これらの点においては、拙稿「明治四十年代
「国語」科における韻文教育の位相――ヘル
バルト派教育学との関わりから――」（「東海
大学短期大学部紀要」41 号、2008 年 3 月）
にてその概要を指摘している。更には、同時
期、就学前における幼児教育の分野において
も、絵本・昔話の教育的効用が喧伝されてい
くのも、同様の圏域における現象だと考えら
れる。 
このような傾向は、明治３７年の国定教科

書制定により、一旦は排除されていく。つま
り「国語科」の教科書が一本化し、その編纂
意図が言語技術教育の方向に纏められたた
めであるが、これまでの調査では、「ヘルバ
ルト派教育学」を推進していた東京高等師範
学校教授陣を中心に、文学教材による児童・
生徒の情緒面の教育を重視する傾向は、教育
実践の現場において根強く支持されていた
ようである。明治４３年には義務教育延長を
受けて第二期『国定教科書』が出されるが、
そこでは文学教材が多く採択されている。例
えば、島田民治『新国定教科書国語科教授要
義』（明治４３年）では、その特徴として「童
話及び国民伝説」、「文学的趣味」を持った修
身教材、韻文などの「文学的材料」の採択が
挙げられている。類似の指摘は同時期の教育
書に散見できるが、これらにも師範学校主導
により各地に定着していた、「ヘルバルト派
教育学」からの影響を推察することが出来よ
う。 
これまで「ヘルバルト派教育学」の影響は、
現場での教授法、つまり「五段階教授法」と
いった、教育実践の手法として、特に教育実
践の場での展開が研究されてきていた。稲垣
忠彦『増補版明治教授理論史研究』（理論社
１９９４年）では、「ヘルバルト派教育学」

の受容のプロセスが多くの資料を基に論証
されている。しかしながら、特定の教科に関
する固有の問題については論及の対象とは
されていない。また、特定の教科を対象に「ヘ
ルバルトは教育学」の影響を論じたものに、
杉田政夫『学校音楽教育とヘルバルト主義』
（風間書房 平成１７年）が挙げられるが、
本書においてもそのタイトルが示すとおり、
その対象は「音楽科」に限定されたものであ
る。「ヘルバルト派教育学」が「国語科」の
内容にいかなる影響を与えたかについては
これまで看過されてきたのが現状である。 
 
２．研究の目的 
(1) 明治期の国語教育の実相については、小
学校「国語科」の成立とその展開を軸として
既に明らかにされつつあるといえよう。しか
しながら、大正以降の「国語科」の中心に文
学教材が位置付けられるようになった経緯
について、明治期国語教育がどのように関わ
っっていったのかについては未だ明らかに
なっていない点が多いと思われる。この点に
ついて、明治二十年代に日本に紹介された、
ドイツの教育学者ヘルバルト及び彼の考え
を受けた教育理論、所謂「ヘルバルト派教育
学」がこのような「国語科」の方向付けに大
きに寄与したと推察されるが、そのプロセス
または力学については充分な解明がなされ
ていないのが現状である。本研究では、明治
二十年代から四十年代にかけて、「国語科」
に文学教材がどのように導入されていった
のかを、「ヘルバルト派教育学」との関わり
から明らかにし、明治期国語教育が国民意識
の形成に与えた影響について検証する。 
(2) このように、本研究の特色は、明治期国
語教育と「ヘルバルト派教育学」の関わりと
いう観点から、国語教育が文学教育として認
知されていく過程を明らかにする点にある
が、このことからいくつかの波及的成果が予
想される。 
① 明治期の国語教育の特徴を明らかにす
ることで、それが国民意識形成にどのように
関わっていったのかという、近代日本のナシ
ョナリティに関する新しい切り口の可能性
が考えられる。具体的には、既に指摘されて
いるように、明治・大正・昭和と進んでいく
中で、国語教育が文学教育に傾斜していき、
その過程で、夏目漱石や森鴎外等といった特
定の文学者に対する「カノン」（聖典）形成
がなされたと考えられるように、それらを含
みこんで、義務教育という国民皆教育の場で
の文学教育への傾斜が、「大人」としての、
後の国民の意識形成にどのように関わって
いったのかは極めて興味深い問題である。こ
のことに関していえば、明治３０年代におけ
る、国語の内実を巡る闘争、つまり方言是正
や表記の問題という言語技術的な教育内容



 

 

と、子供の興味や情緒的な面の伸長を図る文
学的教育内容との闘争の様相を捉え、後者の
理論的かつ実践的な面での中核にあった「ヘ
ルバルト派教育学」の果した役割を明らかに
することは必要不可欠であると考えられる。
そして、このような闘争的な関係にも関わら
ず、基本的にはどちらも国家の主導する「忠
君愛国」といった一定の価値観の枠組みに収
斂する形でのぶつかり合いでしかなかった
点に、その後に繋がる多くの問題点を見出せ
るのではないだろうか。つまり「忠君愛国」
に寄与する形での文学教育が、「興味・関心」
という子供の情緒的な面を用いてナショナ
リティの形成を図る「優れた」装置として機
能したこと、これらが何を生み出したのかを
知ることは、継続的に追究すべき問題である。 
② 「ヘルバルト派教育学」が与えた影響は、
小学校の「国語科」だけでなく、「唱歌科」
や「歴史科」といった他教科にも及び、更に
は、学校教育の前段としての就学前教育・保
育にまでその影響は広く及んでいる。例えば、
雑誌「児童文化」には、「ヘルバルト派教育
学」を踏まえた、絵本、物語の伝え方などを
見ることが出来る。その点で、「国語科」と
いう教科枠を超えて、言語教育という大きな
フレームからの検討も要請されよう。本研究
においては、小学校のみならず、就学前の子
どもに対する言語教育に対しても、「ヘルバ
ルト派教育学」との関わりの中で解明する必
要がある。また、このような現象が、東京高
等師範学校系の教員によって押し進められ
ていたこと、また特に北海道教育界において
「ヘルバルト派教育学」の積極的な導入が図
られたことについて、これまで殆ど看過され
ていたきらいがある。従って、「同教育学」
の展開の力学についての解明も必要であろ
う。 
③「ヘルバルト教育学」が小学校国語科に与
えた影響だけでなく、そのような傾向を受け
入れた文化的土壌についての検討も必要で
あろう。特に、日清戦後における、抒情詩の
ブームや、また所謂「美文」に対する関心の
強さなど、情緒的なものに対する受容者側の
側面についても検討が求められる。特に、「美
文」については、明治３０年代には、教科書
への積極的な導入が行われており、「同教育
学」と当時の文化的土壌との関係を知る手掛
かりとして、有効な指標として検討すること
が必要である。この点については、既に拙稿
「明治期三十年代「美文」の流行と学校教育」
（『東海大学短期大学部紀要』42 号、2009 年
3 月）において、その可能性についての検討
を行った。 
④ 教養教育としての文学教育の役割の再
検討。広くは大正教養主義、焦点を絞れば、
例えば「円本ブーム」などといった文化現象
については、これまで義務教育が果たした役

割は捉えられきれてなかったようである。し
かしながら、これらの現象の基底に、義務教
育、特に文学教育が果たした役割があったの
ではないかと推察している。文学教育成立の
プロセスを明らかにすることを通して、大正
期・昭和期の文化現象との関わりを検討する。 
 
３．研究の方法 
本計画は、大きく三つの柱により構成され

る。 
(1) ［系列Ａ］「ヘルバルト派教育学」の受
容と展開に関する研究。ここでは先行研究の
到達点を明らかにしつつ、同教育学の展開の
実際を、東京高等師範学校系の教員による実
践推進の動向、また同教育の導入が積極的に
進められた北海道教育界の事例を含めて実
証的に進める。これらは、小学校に限らず、
就学前の幼児期言語教育に関する点につい
ても検証を進める。 
(2) ［系列Ｂ］国語教育の成立と展開に関す
る研究。ここでは、「国語科」成立の背景お
よび、「国語教科書」の編纂方針および採択
教材の傾向、実際の教授例も含めて、「ヘル
バルト派教育学」からの影響を明らかにする。 
(3) ［系列Ｃ］「ヘルバルト派教育学」と国
民意識の形成に関する研究。同教育学を受け
入れた文化的土壌について、「美文」や「抒
情詩」などの受容を指標としてその背景も含
めて明らかにする。また、同教育学の影響を
受けた、学校教育がどのように国民意識の形
成に関わっていったのかについて、特にカノ
ン形成とその影響について明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) ［系列Ａ］については、「ヘルバルト派
教育学」の導入が積極的に進められた北海道
教育界を中心に実地調査を行った。その結果、
明治３０年代前半に北海道師範学校校長槇
山栄治が中心になり、同付属小学校を基幹校
として、教員研修、授業研究、啓蒙書の編集
出版が行われ、それを契機に同教育学が急速
に道内の教育現場に浸透していく過程が明
らかになった。これは、東京高等師範学校を
中心として、全国各地域の師範学校を経て、
教育現場へ同教育学が展開したという推測
を裏付けるものであるとともに、明治３０年
代において、そのような教育制度ヒエラルキ
ーが特定の教育学の導入・展開・浸透に大き
く寄与したという点で、それまでとは一線を
画する現象であったともいえる。また、明治
３０年代後半には教育現場への影響を持た
なくなったとされている同教育学が、北海道
教育界においては、明治４０年代においても
積極的に活用されていることが明らかとな
り、特に、同教育が目指す「美感の形成によ
る人格の陶冶」という教育的価値が、「国語
科」の文学教材を媒介として、教育現場に浸



 

 

透していったことが明らかになってきてい
る。 
幼児の言語教育については、「童話」を媒

介として、「美感の形成」という点で小学校
国語教育との連続性が確認されたが、北海道
教育界においては、北海道師範学校での幼稚
園教員養成においては同教育学の影響がみ
られるものの、幼児教育現場ではそれが断絶
していることが明らかになった。つまり、理
念への賛同はあるものの、実践が見られない
ということであり、今後は、その理由を明ら
かにすることが求められる。 
(2) ［系列Ｂ］については、「国語科」成立
（明治３３年）の中心を担った、当時の文部
省学務局長沢柳政太郎の教育観に「ヘルバル
ト派教育学」が色濃く反映していることが明
らかとなり、その結果、「国語科」成立自体
に同教育学の直截な影響が見られることを
明らかにした。 
(3) ［系列Ｃ］については、文学作品、特に
「美文」に対する青年の嗜好を明らかにする
とともに、国定教科書所収文学教材の子ども
の嗜好調査分析を通して、「情」に対する意
識形成の様態を明らかにした。 
(4) 今後の方向性としては、これまでの研
究で、明治期の言語教育全体に「ヘルバルト
派教育学」の強い影響がみられることが明ら
かになったが、「国語」科成立の原点である
「改正小学校令」自体が同教育学の強い影響
のもと策定されていった可能性まで明らか
になっている。そのため、「国語」科成立に
与えた同教育学の影響について、特に、沢柳
政太郎の教育思想、当時の教育行政の方向性
を踏まえて改めて検証を進めることが必要
となっている。 
また、明治３０年代末には、ナトルプらの

「社会的教育学」にとって代わられたとされ
ている「ヘルバルト派教育学」が、文学教材
を重視した第二期国定教科書（明治４３年）
の登場を契機として、教育実践の場において
活用されているという北海道教育界におけ
る実態を鑑みれば、明治４０年代における同
教育学の影響をより広範に明らかにするこ
とも必要である。特に、同教育学が目指した、
「美感の形成による人格の陶冶」という教育
的価値が、第二期国定教科書における文学教
材の教育実践にどのような影響を与えたか
について、より深く明らかにすることが必要
であろう。更に、同教育学の持つ童話重視と
いう教育的価値が、幼児に対する言語教育と
してどのように寄与していったかについて、
実証的に明らかにするも含め、明治の言語教
育全般に同教育学が与えた影響について検
証し、その次の時代（大正）の文化を支えた、
日本人のメンタリティ形成に与えた影響を
明らかにすることが求められる。 
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